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Eu2+を添加した蛍光体は，母体結晶のバンドギャップエネルギーに近い紫外線で励起すると数

ms ~ 数 minの残光を示す．これは母体結晶中の欠陥により生成されたトラップ準位による残光だ

が，欠陥濃度の測定に用いられる熱ルミネッセンス (Thermo-Luminescence : TL) 法や電子スピン

共鳴  (Electron Spin Resonance : ESR) 法ではほとんど欠陥が検出されなかった．緑色蛍光体

β-SiAlON:Eu2+において，Euイオンは周囲の窒素欠陥の電子の環境に影響を与え，窒素欠陥が検出

されにくくしていることを示した [1]．時間分解スペクトル(Time-Resolved Fluorescent spectrum : 

TR-F) 測定では，励起光停止直後に ~ 1 μsの Eu2+ 固有の時定数で減衰した後，数 msにかけて曲

線状に減衰した．CaAlSiN3:Eu2+, CaS:Eu2+, Tm3+でも同様の減衰曲線が得られた．この減衰曲線は，

時刻 tにおける発光強度が I(t) のとき，初期の発光強度 I0，減衰の次数 n，時定数 τを用い 

                                  (1) 

 

と表される．通常は数 s ~ 数 minの減衰曲線に用いられる式であり，nと τの 2つのパラメータか

ら減衰式を得ることができる．この式は n=2のとき 2次の反応速度式となる． 

赤色長残光蛍光体 CaS:Eu2+, Tm3+には，Eu2+による 650 nmの赤色発光の他に 420 nm の青色発

光がありミリ秒の残光を示した [2]．これは Euを添加しない CaS結晶の 400 nm と同じ減衰曲線

となった (Fig.1(a))．時間軸も対数でプロットすると n=0.9 ~ 1.1の直線状になった (Fig.1(b))．式

(1)を用いて時定数を求め Fig.1(c)の減衰曲線を得た．減衰の次数がほぼ n=1で等しいことから，同

じ発光メカニズムによる残光であると考えられる．β-SiAlON:Eu2+, CaAlSiN3:Eu2+でも同様の検討

を行い，Eu添加有無では減衰の次数は変化せず同じメカニズムで減衰していることがわかった． 

 

 Figure 1 Time resolved fluorescent spectra of 50 μs ~10 ms in CaS:Eu2+=0,Tm3+=2% and CaS:Eu2+=0.1%, 

Tm3+=2%. (a) Decay curves, (b) log-log plots, (c) decay curves calculated by the decay equation. 
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